
福
島
県
鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合
理
事
長
（
福
島
熔
材
工
業
所
社
長
）
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
修
一
氏
に
聞
く

若
手
経
営
者
を
積
極
育
成
組
合
員
視
点
の
運
営
目
指
す

トップインタビュー

　
し
ぶ
や
・
し
ゅ
う
い
ち
　

年

昭

中
央
学
院
大
商

卒
。

年
福
島
熔
材
工
業
所
入
社
、

年
専
務
、

年
社
長
。

年
か
ら
福
島
県
鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合
理
事
長
。
福
島
県

出
身
、

歳
。

　
福
島
県
で
は
東
日
本
大
震
災

の
地
震
や
津
波
の
被
害
に
加

え
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
影
響
が
復
興

の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加

速
は
、
中
小
企
業
の
経
営
環
境

を
一
層
厳
し
い
も
の
に
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
福
島
県

鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合
は
組

合
員
企
業
の
い
ち
早
い
復
旧
と

将
来
へ
の
経
営
基
盤
の
強
化
を

推
進
す
る
。
同
協
組
理
事
長
を

務
め
る
福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

福
島
熔
材
工
業
所

福
島
市

社
長
の
渋
谷
修
一
氏
に
復
旧
・

復
興
の
課
題
を
聞
い
た
。

福
島
支
局
長
・
阿
部
義
秀

◇

　
―
震
災
に
よ
る
組
合
員
企
業

の
被
災
状
況
は
。

　
「
震
災
当
日
か
ら
組
合
員

社
へ
の
安
否
確
認
を
進
め
、
１

週
間
後
に
は
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る

被
災
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
幸
い
に
も

組
合
員
で

の
人
的
被
害
は
な
し

と
の
報

告
を
受
け
安
堵
し
た
。
さ
ら

あ
ん
ど

に
、
８
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
原
発
事
故
の
影
響

で
、
生
産
活
動
を
一
時
停
止
し

た
企
業
が

％
、
返
品
や
キ
ャ

ン
セ
ル
の
被
害
が

％
な
ど
、

何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
企
業

が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
た
。
協
組

で
は
安
全
の
裏
付
け
と
し
て
各

社
に
製
品
な
ど
の
放
射
線
量
の

測
定
を
奨
励
し
、
機
器
の
購
入

を
仲
介
し
た
」

　
―
被
災
企
業
の
復
旧
に
向
け

た
支
援
は
。

　
「
従
来
の
県
内
外
企
業
か
ら

の
共
同
受
注
や
購
入
、
販
売
あ

っ
せ
ん
業
務
な
ど
に
加
え
、
損

壊
し
た
社
屋
や
設
備
の
修
繕
、

購
入
の
際
に
活
用
で
き
る

中

小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復

旧
整
備
補
助
事
業

な
ど
の
、

国
や
県
の
支
援
制
度
の
紹
介
。

書
類
作
成
時
の
指
導
を
行
う
な

ど
、
被
災
企
業
の
い
ち
早
い
復

旧
に
む
け
た
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
」

　
―
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。

　
「
円
高
や
欧
州
で
の
金
融
危

機
な
ど
、
国
内
生
産
を
維
持
す

る
に
は
、
付
加
価
値
の
高
い
モ

ノ
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
単
独
で
の
商
品

企
画
・
開
発
力
が
あ
れ
ば
対
応

で
き
る
が
、
中
小
企
業
で
は
難

し
い
の
が
現
状
だ
。
そ
こ
で
協

組
の
支
援
が
期
待
さ
れ
る
。
今

後
も
組
合
員
企
業
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
事
業
を
継
続

的
に
展
開
し
て
い
く
」

　
―
今
後
の
事
業
展
開
は
。

　
「
福
島
大
学
と
初
め
て
交
流

会
を
開
く
な
ど
、
市
場
ニ
ー
ズ

や
大
学
が
持
つ
シ
ー
ズ
の
最
新

情
報
を
収
集
す
る
場
を
提
供

し
、
新
規
事
業
の
創
出
を
図

る
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
導
入
に
よ
る
受

発
注
や
入
札
情
報
な
ど
の
共
有

化
、
効
率
化
を
推
進
す
る
。
次

代
を
担
う
若
手
経
営
者
ら
で
組

織
す
る
青
年
部
の
強
化
・
育
成

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
常

に
組
合
員
の
視
点
に
立
っ
た
運

営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

３－４月の予定
３　月

　

　◇３日（土）名古屋産業人クラブ
　観劇会「劇団四季・ウィキッド」
（名古屋市中区、新名古屋ミュージ
カル劇場）
　◇４日（日）―８日（木）日本産
業人クラブ連合会・日刊工業新聞社
「インドネシア産業視察ツアー」
（スラバヤ、ジャカルタなどで工業
団地や企業を訪問）
　◇６日（火）城北産業人クラブ
「ゼミナール」講師：東京理科大教
授・小林宏氏　テーマ：「マッスル
スーツの研究開発について 東京都
千代田区 東京理科大学九段校舎
　◇７日（水）― 日（土）長野産
業人クラブ「台湾産業視察ツアー」
（台湾・行政、中小経営者との懇
談、新竹科学工業園区など視察）
　◇９日（金）福島・いわき・宮城
・山形の各産業人クラブ共催「復興
支援シンポジウム　ｉｎ　福島　―
変わる！復興から新しい東北の創造
へ―」　講師：中小企業基盤整備機
構東北支部震災復興アドバイザー・
西村哲雄氏　演題：「復興事業計画
の策定について」、現地報告、パネ
ル討論、交流懇親会（福島市、ホテ
ル辰巳屋）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：ＮＴＴ東日本埼玉
支店長・光山由一氏（さいたま市浦
和区、日刊工業新聞社さいたま総
局）
　◇ 日（木）茨城産業人クラブ・
工場見学会「住友金属工業鹿島製鉄
所および安全体感施設」（茨城県鹿
嶋市）
　◇ 日（木）東京産学交流会（サ
ザンクロス）３月例会「想定外の危
機に対応するＲ＆Ｄマネジメントと
は」講師：元キヤノン材料技術研究
所長・村井啓一氏ほか（東京都中央
区、日刊工業新聞社）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「春季ゴルフ大
会」（埼玉県嵐山町、嵐山カントリ
ークラブ）

　◇ 日（水）― 日（木）東京産
業人クラブなど「山形県産業視察ツ
アー」（山形県内工業団地、企業を
訪問）
　◇ 日（木）― 日（金）群馬産
業人クラブ・前橋市異業種交流グル
ープ「先端企業技術見学会」見学
先：日立製作所日立事業所（茨城県
日立市）、コマツ茨城工場（同ひた
ちなか市）
　◇ 日（木）大分産業人クラブ
「設立総会＆記念祝賀会」（大分
市、大分全日空ホテル）〈大分県内
の中小企業経営者を中心に会員
人、オブザーバー１人の計 人で当
初発足する予定。総会では会則など
を審議・承認する。九州・山口産業
人クラブからも関係者が参加し、計
約 人で新しい産業人クラブの門出
を祝う〉
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第 回
ゴルフ大会」（茨城県つくばみらい
市、筑波カントリークラブ）
　◇ 日（金）大阪産業人クラブ・
日本産業広告協会「蘇る、ＣＳＲセ
ミナー」（大阪市中央区、日刊工業
新聞社大阪支社）
　◇ 日（木）大阪産業人クラブ
「第 回ゴルフ大会」（大阪府交野
市、交野カントリー倶楽部）
　

４　月
　

　◇４日（水）大阪産業人クラブ
「工場見学会」（滋賀県甲賀市、近
江鍛工信楽工場ほか）
　◇ 日（水）中国四国産業人クラ
ブ「第 回こんぴら歌舞伎鑑賞の
旅」（香川県琴平町、四国こんぴら
歌舞伎大芝居）
　◇ 日（金）新潟産業人クラブ
「新潟県工業技術総合研究所の見学
説明会」（新潟市中央区、同研究
所）
　◇ 日（木）名古屋産業人クラブ
「 年度定時総会＆講演会」（名
古屋市中村区、名鉄ニューグランド
ホテル）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「会員企業による
学生向け就職説明会」（埼玉県鳩山
町、東京電機大学理工学部）

社
員
発
想
力
で
効
率
化
宮
城
角
田
精
工

時間稼働する生産現場
では効率化を追求

　角田精工（宮城県角田市、大石貞
雄社長、 ）はプラスチ
ック射出成形を手がける。アルプス
電気角田工場（同）に隣接してお
り、同工場で生産管理などを担当し
ていた大石貞雄社長が 年に独立
して設立した。当初はアルプス電気
向けの仕事がほとんどだったが、現
在では電機、電子部品、発動機関連
など取引先は約 社に広がってい
る。創業時は８人だった社員も、今
は 人だ。
　工場内には型締め力 から
までの成形機約 台がそろう。成

形品は、小さいものでコメ粒の３分
の１程度、大きいものはノートパソ
コン程度まで扱う。金型製作からプ
ラスチック射出成形までの一貫生産
が強み。精密な金型加工技術を生か
し、ネジ形状など複雑形状の部品成
形を得意とする。
　 時間稼働の生産現場では効率化

を追求。社員の発想力を引き出す改
善活動に日常的に取り組んでいる。
　東日本大震災では断水の中、近く
の川から水をくんで成形機の冷却水
として活用。震災後４―５日で操業
を再開し製品の供給責任を果たし
た。仕事量は「震災後に一時的な落
ち込みはあったが、現在は順調」
（大石社長）という。取引先の海外
生産シフトから受注確保は今後の大
きな課題だが、蓄積した技術を応用
し、医療・福祉機器、農業機械関連
など新分野の開拓に意欲をみせる。

タ
イ
現
法
４
月
に
稼
働
群
馬
秋
葉
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
所

　秋葉ダイカスト工業所（群馬県高
崎市、日下田雅男社長、
）は、４月にタイ・ナコンラチャ
シマ県で現地法人「タイ・アキバ
写真」を本格稼働させる。海外展開
では 年に日本電産トーソクと合
弁で設立したベトナム拠点に続く第
２弾。タイ進出の日系自動車サプラ
イヤーとローカルメーカーに輸送機
器用アルミニウム製ダイカスト部品
などを供給する。
　現法は資本金６億円で、筆頭株主
の秋葉ダイカストの出資比率は
％。当面はダイカストマシン５台体
制で自動車部品などを月２万―３万
個製造する計画だ。
　タイといえば、 年秋に日本企業
の製造拠点にも大打撃を与えた大洪
水の記憶が生々しい。現地はなだら
かな傾斜となっており、新工場はそ
の中腹に立地する。そのため洪水被
害を受けるリスクは小さいという。

実は日下田社長は以前から洪水に
ついて認識していた。「かつて建
設地付近の工場が洪水被害に遭っ
たと聞いていた」からだ。
　タイの新工場は自動化ラインを
設置し、人員は ― 人にとどめ
る。自動化することで自社のノウ
ハウをブラックボックス化できる
ため、技術流出も防げる。また同
社が 年に確立した真空ダイカス
ト法などの手法もタイ拠点に持ち
込む。高い品質を武器に、年々技
術力を高めている現地企業と差別
化する考えだ。

講　師　の
大田さん

新
入
会
員

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ３月２日 金曜日 　　

恒
例
社
長
会
に

人
が
参
加

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

谷

地
田
茂
明
会
長

ヤ
チ
ダ
社

長

は
２
月

日
、
新
潟
市

中
央
区
の
新
潟
市
歴
史
博
物

館
「
み
な
と
ぴ
あ
」
で
恒
例

の
社
長
会
を
開
い
た
。
例
年

に
な
い
大
雪
が
降
り
積
も
る

中
、
経
営
者
ら

人
が
参
加

し
た
。
同
館
は
明
治
期
に
建

て
ら
れ
た
新
潟
市
庁
舎
、
旧

新
潟
税
関
庁
舎
、
石
倉
、
昭

和
初
期
建
造
の
第
四
銀
行
住

吉
町
支
店
な
ど
が
集
ま
り
歴

史
観
光
の
見
ど
こ
ろ
。
こ
れ

ら
の
建
物
を
解
体
し
て
移
築

復
元
し
た
文
化
財
的
な
博
物

館
。

　
講
師
は
新
潟
方
言
・
郷
土

文
化
研
究
家
の
大
田
朋
子
さ

ん
。
「
新
潟
・
越
後
人
の
お

も
し
ろ
知
識
」
の
テ
ー
マ
で

方
言
や
慣
習
を
引
き
出
し
、

県
民
の
人
の
良
さ
を
笑
顔
の

会
員
と
和
気
あ
い
あ
い
に
語

っ
た
。
そ
の
後
、
洋
館
で
フ

ラ
ン
ス
料
理
と
ワ
イ
ン
で
懇

親
を
深
め
た
。

「
産
業
人
烈

伝
」
は
９
日

付
か
ら
掲
載
し
ま
す
。

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
湯
本
　
秀
逸
氏
　
湯
本

電
機
専
務

大
阪
市

東
成
区
東

今
里
２
の

８
の

、

０
６
・
６
９
７
６
・
３
３
６

６
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
切
削
加

工
、電
設
資
材
製
造
販
売

モ
ノ
づ
く
り
テ
ー
マ

新
春
経
済
講
演
会

岐
阜
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
岐
阜
産
業
人
ク
ラ
ブ

遠

藤
宏
治
会
長

カ
イ
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
ズ
社
長

は
２
月

８
日
、
岐
阜
市
の
岐
阜
都
ホ

テ
ル
で
「
２
０
１
２
年
新
春

経
済
講
演
会
・
懇
親
会
」
を

開
い
た
。
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
の
國
本
工
業

浜
松
市

東
区

の
國
本
幸
孝
社
長
が

「

省
エ
ネ
・
省

資
源
・
軽
量
化

を
目
指
し
た
モ
ノ

づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
そ
の

後
会
員
企
業
の
経

営
者
ら
約

人
が

交
流
し
た
。

　
講
演
で
は
國
本

社
長
が
、
２
輪
車

部
品
メ
ー
カ
ー
か

ら
自
動
車
部
品
メ

ー
カ
ー
へ
の
変
身
を
成
功
さ

せ
た
独
自
技
術
に
よ
る
部
品

開
発
を
紹
介
し
た
。
「
顧
客

が
求
め
る
も
の
が
欲
し
い
も

の
。
自
己
満
足
の
技
術
で
は

売
り
物
に
な
ら
な
い
」
と
顧

客
本
意
の
大
切
さ
を
強
調
。

「
良
い
意
味
で
自
信
を
持
た

な
い
こ
と
。
こ
れ
を
繰
り
返

し
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
今

の
当
社
を
育
て
た
」
と
信
条

を
披
露
し
、
聴
講
者
の
共
感

を
集
め
た
。

青
木
ハ
ル
ナ
グ
ル

ー
プ
代
表
が
講
演

長
野
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
長
野
産
業
人
ク
ラ
ブ

太

田
哲
郎
会
長

オ
リ
オ
ン
機

械
社
長

は
２
月

日
に
、

長
野
市
の
ホ
テ
ル
国
際

で

新
春
講
演
会
を
開
い
た
。
会

員
ら

人
が
参
加
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
飲
料
な
ど
の
製
造
を

手
が
け
る
ハ
ル
ナ
グ
ル
ー
プ

の
青
木
清
志
代

表
が
「
後
発
企

業
で
も
成
功
で

き
る
　
一
歩
前

を
読
む
経
営
」

を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た

写

真

。

　
ハ
ル
ナ
グ
ル
ー
プ
は
１
９

９
６
年
に
中
核
企
業
の
ハ
ル

ナ
ビ
バ
レ
ッ
ジ

群
馬
県
高

崎
市

を
設
立
。
設
立

年

目
で
連
結
売
上
高
約
１
６
０

億
円
の
企
業
に
成
長
し
た
。

歳
を
超
え
て
起
業
し
た
青

木
代
表
は
「
顧
客
が
喜
ぶ
こ

と
は
何
か
を
考
え
、
ど
こ
に

も
な
い
も
の
を
誰
よ
り
も
早

く
提
案
す
る
よ
う
に
し
て
き

た
」
と
、
創
業
当
時
か
ら
の

基
本
姿
勢
を
述
べ
た
。

　
太
田
会
長
の
代
理
で
あ
い

さ
つ
し
た
春
日
秀
之
副
会
長

Ｎ
ｉ
Ｋ
Ｋ
ｉ
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ

社
長

は
「
青
木
代
表
は
起

業
で
日
本
を
変
え
た
い
と
思

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
、

青
木
氏
を
た
た
え
た
。
講
演

後
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

人
材
活
用

株
式
上
場

テ
ー
マ
に
研
究
会
開
く

千
葉
産
業
人

ク
ラ
ブ
な
ど

　
千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ

白

鳥
豊
会
長

白
鳥
製
薬
社

長

と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

ち
ば

千
葉
市
美
浜
区
、
中

山
充
史
会
長
、
０
４
３
・
２

９
９
・
２
９
０
７

は
共
催

で
、
２
月

日
に
「
ち
ば
ベ

ン
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
／
実
践
・

経
営
研
究
会
」
を
千
葉
市
美

浜
区
の
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ

ワ
ー
幕
張
で
開
い
た
。
企
業

関
係
者
ら
約

人
が
参
加
し

た
。

　
２
部
構
成
で
、
第
１
部
で

は
プ
レ
ス
機
械
の
保
守
管
理

サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
る
し
の

は
ら
プ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス

千

葉
県
船
橋
市

の
篠
原
正
幸

専
務
が
「
人
材
活
用
戦
略
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
同
社

の
新
卒
採
用
の
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介

写
真

。
「
望

ん
で
入
社
し
た
社
員
は
一
人

も
い
な
い
の
が
中
小
企
業
。

社
員
を
奮
起
さ
せ
る
た
め
、

事
業
の
理
想
を
絶
え
ず
持

ち
、
会
社
の
経
営
情
報
の
公

開
や
行
政
の
支
援
の
活
用
な

ど
に
積
極
的
に
動
い
て

モ

テ
る
、
い
い
会
社

に
な
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
話
し

た
。

　
第
２
部
で
は
大
阪
証
券
取

引
所
の
小
西
雄
二
氏
が
「
株

式
上
場
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
」
講
演
。
上
場
ま
で
の
流

れ
や
市
場
の
審
査
基
準
、
上

場
時
の
心
得
な
ど
を
説
明
し

た
。

　
同
研
究
会
は
講
演
な
ど
を

通
じ
て
参
加
者
の
人
脈
を
広

げ
、
事
業
展
開
の
足
が
か
り

の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

モ
ノ
づ
く
り
テ
ー
マ

講
演
会
に

人
参
加

茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

柳

生
修
会
長

コ
ロ
ナ
電
気
社

長

は
２
月
６
日
、
水
戸
市

の
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
新
春

経
済
講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会

を
開
い
た
。
経
済
講
演
会
で

は
講
師
に
大
田
区
産
業
振
興

協
会
の
高
月
茂
企
業
支
援
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
迎

え
、
「
グ
ロ
ー
カ
ル
展
開
に

活
路
を
見
い
だ
す
、
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
企
業
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た

写
真

。

会
員
や
関
係
者
ら
約
１
５
０

人
が
聴
講
し
た
。

　
高
月
氏
は

東
京
都
大
田

区
の
モ
ノ
づ

く
り
技
術
の

性
質
を
説
明

し
た
上
で
海

外
展
開
支
援

の
取
り
組
み

事
例
屋
国
内
の
多
様
な
取
引

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
紹
介
。
「
大

手
と
中
小
に
よ
る
系
列
が

崩
れ
て
き
て
い
る
。
大
手
に

よ
る
外
注
型
の
開
発
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
再
構
築
に

つ
な
が
り
、
国
際
競
争
力
を

備
え
た
新
製
品
や
技
術
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し

た
。

　
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
が
賀

詞
交
歓
会
に
駆
け
つ
け
、

「
今
年
は
地
震
、
津
波
、
原

発
な
ど
に
よ
る
影
響
を
振
り

切
っ
て
発
展
で
き
る
年
に
し

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

掛
川
モ
ノ
づ
く
り

若
手
経
営
者
交
流
会

東
京
、
多
摩
な
ど

５
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
東
京
、
多
摩
、
千
葉
、
新

潟
、
掛
川
の
５
産
業
人
ク
ラ

ブ
は
２
月
９
、

の
両
日
、

静
岡
県
掛
川
市
内
で
「
全
国

若
手
経
営
者
交
流
会
　
ｉ
ｎ

　
掛
川
」
を
開
い
た

写

真

。
各
地
で
次
代
の
モ
ノ

づ
く
り
を
担
う
若
手
経
営
者

が
、
掛
川
市
に
集
結
し
、
ホ

ス
ト
役
の
掛
川
産
業
人
ク
ラ

ブ

榛
葉
貴
博
会
長

榛
葉

鉄
工
所
社
長

の
会
員
と
交

流
し
た
。

　
初
日
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

を
製
造
す
る
ヤ
マ
ハ
掛
川
工

場
を
見
学
。
自
動
機
の
活
用

が
進
む
中
、
人
の
五
感
を
働

か
せ
る
工
程
も
多

く
両
者
の
対
比
が

新
鮮
だ
っ
た
。
完

成
し
た
ピ
ア
ノ
３

台
の
音
色
を
聞
き

比
べ
「
一
台
ず
つ

個
性
が
違
う
」
と

実
感
し
た
。

　
２
輪
車
用
マ
フ

ラ
ー
製
造
の
榛
葉

鉄
工
所
で
は
日
本

人
女
性
や
タ
イ
の

研
修
生
の
姿
も
見

ら
れ
た
。
全
体
会
議
で
は
井

水
治
博
日
刊
工
業
新
聞
社
社

長
が
「
創
意
工
夫
し
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
榛
葉
会
長
、

臼
井
努
多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ

会
長

京
西
テ
ク
ノ
ス
社

長

の
活
動
紹
介
に
続
き
、

参
加
者
も
近
況
や
経
営
課

題
、
事
業
展
望
を
報
告
。
そ

の
後
の
交
流
会
で
も
活
発
に

情
報
交
換
し
た
。

　
翌
日
は
浜
松
市
の
ス
ズ
キ

歴
史
館
で
往
年
の
車
や
バ
イ

ク
を
楽
し
み
、
ア
ル
モ
ニ
コ

ス
で
は
３
次
元
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ
ー
を
使
っ
た
モ
デ
リ

ン
グ
を
実
演
、
最
先
端
の
Ｃ

Ａ
Ｄ
技
術
を
体
感
し
た
。
最

後
に
臼
井
会
長
が
「
２
日
間

学
ん
だ
こ
と
を
自
社
で
生
か

そ
う
。
次
回
は
ぜ
ひ
多
摩
に

来
て
下
さ
い
」
と
再
会
を
誓

っ
た
。

お
も
て
な
し
の
心
得

女
性
部
会
員
が
学
ぶ

大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
女

性
部
会

野
田
祥
代
部
会
長

野
田
テ
ッ
ク
会
長

は
２

月

日
、
京
都
市
左
京
区
の

「
岡
崎
・
つ
る
家
」
で
女
性

部
会
を
開
い
た
写
真
。
昼

食
を
食
べ
な
が
ら
女
将
の
出

お
か
み

崎
和
子
さ
ん
か
ら
お
も
て
な

し
の
心
得
な
ど
を
聞
い
た
。

　
前
夜
の
雪
で
、
東
山
の
木

々
や
瓦
屋
根
が
雪
帽
子
を
か

む
り
京
都
の
風
情
を
一
層
引

き
立
て
て
い
た
。
つ
る
家
は

１
９
０
８
年

明

に
大

阪
・
北
浜
で
創
業
。
以
来
、

食
の
迎
賓
館
と
称
さ
れ
、
多

く
の
貴
賓
を
も
て
な
す
格
式

あ
る
料
亭
と
し
て
重
用
さ
れ

て
い
る
。
雪
化
粧
さ
れ
た
庭

園
を
見
な
が
ら
お
い
し
い
料

理
に
舌
鼓
。
お
も
て
な
し
の

心
は
「
料
理
、
気
配
り
、
笑

顔
」
を
大
切
に
し
「
お
い
し

か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
」
と

思
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
だ
と
女
将
は
語
っ
た
。


